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Ⅰ はじめに 

 
 １ 趣旨 
   「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」により、教育委員会は、毎年、その権限に属する事務の管理及び執行状況

について、自己点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成して、議会に提出するとともに公表しなければならな

いとされています。また、評価に当たっては、教育に関し学識経験を有する者の知見の活用を図るものとされています。 
   そこで、善通寺市教育委員会では、法の趣旨に基づいて、事務事業の点検・評価を実施し、報告書を作成いたしました。 
 
 ２ 点検及び評価の対象 
   令和５年２月１日付け文部科学省初等中等教育局初等中等教育企画課発出の事務連絡「教育に関する事務の管理及び執

行状況の点検及び評価について（周知）」により、地方自治法第２３３条第５項に規定する主要な施策の成果を説明する書

類の作成、議会への提出及び公表を行うことをもって、教育行政の推進に資する点検及び評価を行うことができる場合に

は、法第この義務を充足したとしても差し支えない、とされています。 
   今回の点検及び評価の対象は、令和６年市議会９月定例会に提出した『令和５年度における主要な施策の成果及びその

他の説明書』に掲載された教育関係事業とします。 
 
 ３ 点検及び評価の方法 
   対象事業について、各担当課において自己評価を次の３段階で行うとともに、必要に応じて成果や課題、今後の対応等に

ついて述べています。 
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     Ａ ･･･ 概ね成果を得たもの 
     Ｂ ･･･ ある程度の成果は得たが、今後の改善等が必要なもの 
     Ｃ ･･･ 十分な成果が得られていないもの 

   また、３名の学識経験者の方に、評価にあたってのご意見をいただいております。 
 
               学識経験者 名簿              （敬称略） 

所属等 氏 名 

香川大学副学長 山 神  眞 一 

元小学校長 山 本  明 男 

元教育委員 角 野  幸 治 

 

Ⅱ 善通寺市教育委員会について 

 
 １ 善通寺市教育委員会の概要 
   「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」（以下「地教行法」という。）では、「教育委員会は、教育長及び４人の委

員をもって組織する」とされていますが、条例で定めるところにより５人以上の委員とすることが可とされています。 
善通寺市教育委員会は、「善通寺市教育委員会定数条例」により、教育委員の定数を６人としています。 
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 ２ 教育委員会会議の開催 
   教育委員会会議を、毎月１回定例開催するとともに、必要に応じて臨時開催しています。会議では、教育に関する事務の

管理及び執行の基本的な方針や、教育委員会規則等の改廃に関することのほか、教科用図書の選定や人事に関することな

どを協議しています。 
   令和５年度は、定例会議を１２回、臨時会議を４回開催しました。 
 
 
 ３ 総合教育会議の開催 
   総合教育会議とは、市長と教育委員会が教育行政の大綱や重点的に講ずべき施策等について協議・調整を行う会議であ

り、地教行法において市長が設置するものとされています。 
   令和５年度は、会議を１回開催し、令和６年度の夏季休業期間及び幼稚園の教育時間について協議しました。 
 
 ４ 学校訪問及び研修等への参加 
   教育委員会では、市立中学校２校、市立小学校８校、市立幼稚園８園について、１学期１回、２学期１回の年２回訪問を

行っています。このうち、県教育事務所にご指導をいただく要請訪問（年１回）では、授業の様子だけでなく、学校の経営

状況の説明等を受けるなどしています。 
   また、令和５年度は、国や県が開催する研修会等に述べ４名の委員が参加しています。  
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Ⅲ 教育委員会の組織について 

 １ 組織（令和５年４月１日現在） 
    

 
 
 
 
 
 
 
 

２ 教育施設一覧 

  【幼稚園】 
施  設  名 所 在 地 施  設  名 所 在 地 

中 央 幼 稚 園 善通寺市文京町四丁目５番３号 東 部 幼 稚 園 善通寺市稲木町３８０番地３ 

西 部 幼 稚 園 善通寺市善通寺町１１４６番地 南 部 幼 稚 園 善通寺市生野町２８８０番地１ 

竜 川 幼 稚 園 善通寺市原田町２９０番地 与 北 幼 稚 園 善通寺市与北町１２４０番地１ 

筆 岡 幼 稚 園 善通寺市中村町１５８１番地１ 吉 原 幼 稚 園 善通寺市吉原町１６１７番地 
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【小学校】 
施  設  名 所 在 地 施  設  名 所 在 地 

中 央 小 学 校 善通寺市文京町四丁目５番１号 東 部 小 学 校 善通寺市稲木町４５０番地１ 

西 部 小 学 校 善通寺市善通寺町１１４６番地 南 部 小 学 校 善通寺市生野町２９９０番地１ 

竜 川 小 学 校 善通寺市原田町３０６番地１ 与 北 小 学 校 善通寺市与北町１２３８番地 

筆 岡 小 学 校 善通寺市中村町１５７５番地２ 吉 原 小 学 校 善通寺市吉原町２８１１番地 

 
【中学校】 

施  設  名 所 在 地 施  設  名 所 在 地 

東 中 学 校 善通寺市生野本町二丁目１４番１号 西 中 学 校 善通寺市文京町四丁目１番１号 

 
【地区公民館】 

施  設  名 所 在 地 施  設  名 所 在 地 

中 央 公 民 館 善通寺市善通寺町六丁目１０番２５号 東 部 公 民 館 善通寺市稲木町３８０番地３ 

西 部 公 民 館 善通寺市善通寺町１１４６番地 南 部 公 民 館 善通寺市大麻町１３０６番地１ 

竜 川 公 民 館 善通寺市原田町１４３３番地１ 与 北 公 民 館 善通寺市与北町１２４５番地２ 

筆 岡 公 民 館 善通寺市弘田町２８８番地 吉 原 公 民 館 善通寺市吉原町１５６９番地１ 

中央公民館中央分館 善通寺市文京町四丁目５番１号 南部公民館生野分館 善通寺市生野町１２８２番地２ 
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【文化施設】 
施  設  名 所 在 地 施  設  名 所 在 地 

市 民 会 館 善通寺市文京町三丁目３番１号 図  書  館 善通寺市文京町二丁目１番１号 

美  術  館 善通寺市文京町二丁目１番３号 郷  土  館 善通寺市文京町二丁目１番４号 

旧善通寺偕行社 善通寺市文京町二丁目１番１号  

 
【体育施設】 

施  設  名 所 在 地 施  設  名 所 在 地 

市 民 体 育 館 善通寺市金蔵寺町３９８番地６ 武  道  館 善通寺市文京町四丁目１番２号 

市 営 野 球 場 善通寺市弘田町１８４７番地 市営テニス場 善通寺市仙遊町二丁目９番１号 

市 民 プ ー ル 善通寺市金蔵寺町３９８番地６  

 
【その他の施設】 

施  設  名 所 在 地 施  設  名 所 在 地 

少年育成センター 善通寺市文京町二丁目１番１号 教育支援センター 善通寺市文京町二丁目１番４号 

東原教育集会所 善通寺市与北町２９６１番地１ 鉢伏ふれあい公園 善通寺市与北町２０５５番地１ 

善通寺市・琴平町・ 
多度津町学校給食センター 

善通寺市生野町４６３番地１ 
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都市計画費

2%

教育総務費

14%

小学校費

14%

中学校費

8%幼稚園費

21%

社会教育費

18%

保健体育費

23%

Ⅳ 教育委員会の予算・決算 

 １ 令和５年度一般会計予算と教育関係予算 

一般会計最終予算額 ① 教育関係最終予算額 ② 割合（②／①） 

１５，９４３，２２９千円 １，９８１，５３６千円 １２．４２％ 

 

２ 令和５年度教育関係決算の状況（項目別） 
                        
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年度教育関係決算額 1,830,879 千円

項目別内訳

項 目

都市計画費
（鉢伏ふれあい公園）

25,380 千円

教育総務費 260,150 千円

小学校費 252,649 千円

中学校費 147,994 千円

幼稚園費 389,075 千円

社会教育費 335,036 千円

保健体育費 420,595 千円

決 算 額
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３ 一般会計決算額と教育関係決算額の推移 
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（百万円） 

※ 令和元年度は、善通寺市・琴平町・多度津町学校給食センターの建設整備により、教育費の決算額 

が大きくなっています。 



9 
 

Ⅴ 令和５年度における主な事務事業の成果 

 
  令和５年度に教育委員会が実施した主な事務事業の成果については、地方自治法第２３３条第５項の規定により令和６年

市議会９月定例会に提出した『令和５年度における主要な施策の成果及びその他の説明書』から教育関係部分を抜粋し、別添

資料として添付しています。 
  その中から、『第６次善通寺市総合計画』の「目指すべき姿と基本的方針」に基づく主な事業名と、本報告書・別添資料に

おける掲載頁を下記に記載します。 

 誰もが安心して暮らし、活躍できるまち  
 ○ 結婚・妊娠・出産・子育てに関する支援 

事 業 名 報告書頁 別添資料頁 

スタディーアフタースクール事業 25 140 

 知と学びに溢れる、人を育てるまち  
 ○ 学校教育の充実 

事 業 名 報告書頁 別添資料頁 事 業 名 報告書頁 別添資料頁 

フェデレーション教育推進事業 13 110 パワーアップ事業（中学校） 19 124 

豊かな体験活動補助金 16 116 中学校 STEAM 教育事業[新規] 19 125 

パワーアップ事業（小学校） 16 117 幼児教育無償化事業 21 130 
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小学校 STEAM 教育事業[新規] 17 118 幼稚園パワーアップ事業 22 131 

土曜日充実事業（中学校） 18 123 幼児教育推進費 22 132 

 

 ○ 地域と連携した教育体系の構築 

事 業 名 報告書頁 別添資料頁 

コミュニティ・スクール推進事業 14 111 

 ○ 知と学びによるまちづくり 

事 業 名 報告書頁 別添資料頁 

図書館運営費 26 143 

 美しくしみやすい持続可能なまち  
 ○ 都市機能の活性化・魅力の向上 

事 業 名 報告書頁 別添資料頁 

市民プール改修事業 33 161 

 

Ⅵ 評価 

  令和５年度に教育委員会が実施した主な事務事業について、自己評価を行った結果を、各担当課別に掲載します。 
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  自己評価については、次の３段階で行い、「評価」の欄に記載しています。 
     Ａ ･･･ 概ね成果を得たもの 
     Ｂ ･･･ ある程度の成果は得たが、今後の改善等が必要なもの 
     Ｃ ･･･ 十分な成果が得られていないもの 

  なお、表中の「頁」の欄は、V で示した別添資料『令和５年度における主要な施策の成果及びその他の説明書（抜粋）』に

おける掲載頁を記載しています。 
 



事務事業名 事業概要 頁 評価 成果・課題・今後の対応等 担当課

鉢伏ふれあい公園
管理運営費

「善通寺市鉢伏ふれあい公園管理
条例」に基づき、善通寺市鉢伏ふ
れあい公園(公園・グラウンド)の
施設・設備・器具の維持管理、利
用許可に関する業務を指定管理し
ている。指定管理者である(公財)
ハートスクエア善通寺と、指定管
理に関する基本協定(令和５年度)
を締結している。

80 A

【成果】
鉢伏ふれあい公園(公園・グラウンド)の施設・設備・器具の維持
管理、利用許可に関する業務を実施した。
【課題・今後の対応等】
指定管理者と連携し、適切に管理運営する。

生涯学習課

【成果】
定例的、臨時的に会議を開催し、教育行政の方向性等（教育に関
する事務の管理及び執行の基本的な方針、規則等の改廃、修学旅
行に関すること、教職員の人事に関すること等）を審議、決定し
たほか、各種報告を行い、意見交換等を行った。令和５年度は16
回開催した。

【課題・今後の対応等】
今後も必要に応じ会を開催していきたい。

【成果】
教育委員会事務局としての各種管理、それに伴う支払事務を行っ
た。GIGAスクール構想等を実現し、円滑に遂行するため、教育
委員会で独自のネットワークを構築しており、その管理・保守等
も適正に行った。
【課題・今後の対応等】
今後も滞りなく継続実施していきたい。

教育委員会費
善通寺市教育委員会全般に関する
業務に係る事務経費

106 A 教育総務課

事務局管理費
善通寺市教育委員会事務局の管理
経費

107 A
教育総務課
生涯学習課
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事務事業名 事業概要 頁 評価 成果・課題・今後の対応等 担当課

【成果】
教職員を対象に行う小中学校教育研究会への負担金や、教育課題
調査・研究補助金は、使用教科書の調査研究などへの補助金に充
てた。
【課題・今後の対応等】

今後も教員の研修や教育研究調査に関し、支援していきたい。

高等学校等就学支
援事業

勉学の意欲がありながら経済的な
理由で高等学校等への進学が困難
な生徒を支援するため、入学支度
資金や入学金給付金を交付する。

109 A

【成果】
準要保護世帯の高校進学者31名に対し入学支度資金を交付した。
要保護世帯及び準要保護世帯34名に対し入学金を交付した。
【課題・今後の対応等】
今後も対象者の把握に努め漏れなく交付していきたい。

教育総務課

フェデレーション
教育推進事業

フェデレーション（一体型）教育
の推進
保・こ・幼・小の連携並びに小・
中の連携を密にし、子どもたち一
人ひとりの15年間を見据えた育ち
と学びの連続性を大切にする。
 また、児童生徒と直接かかわる
教職員の指導力向上のための研修
会の開催やハイパーＱＵテストの
実施による不登校、いじめ被害等
の早期発見を図る。

110 A

【成果】
・いじめ防止等対策委員会の開催
・ＳＳＷスーパーバイザーを招聘しケース会を開催
・小学校安全教育研修事業（R5は竜川小、中央小）
・全小・中学生を対象としたハイパーＱＵテストを年2回実施
【課題・今後の対応等】
今後も、教職員に対する研修等に努め、いじめの早期発見、早期
対応を図っていきたい。

教育総務課

教育研究所管理費
教育に関する専門的、技術的事項
の研究調査及び教育関係職員の研
修を行う。

108 A 教育総務課
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事務事業名 事業概要 頁 評価 成果・課題・今後の対応等 担当課

コミュニティ・ス
クール推進事業

善通寺市立の8小学校及び2中学校
において、コミュニティ・スクー
ル（学校運営協議会制度）を推進
する事業。
学校と地域住民等が力を合わせて
学校の運営に取り組むことが可能
となる「地域とともにある学校づ
くり」の有効な仕組みであり、学
校運営に地域の声を積極的に生か
し、地域と一体となって特色ある
学校づくりを進めていくことがで
きるもの。

111 A

【成果】
すべての小中学校で、学校運営協議会を開催し、地域の方々と学
校関係者が、これからの学校運営の基本方針などについて協議し
た。小中全１０校で３７回開催した。
【課題・今後の対応等】
今後も、学校と保護者及び地域住民等との信頼関係を深め、学校
運営の改善及び児童生徒の健全育成に取り組んでいきたい。 教育総務課

【成果】
小学校を運営する上で必要な予算を適切に執行した。
プログラミング教育では、授業の成果目標としてキッズプログラ
ミングコンテストへ出場しており、優秀な成績を収めることがで
きた。
【課題・今後の対応等】

適切に管理運営しながら、AIドリルの導入などデジタル化の推
進を図っていきたい。

【成果】
学校医による検診、救急用薬剤の購入、尿検査等を実施した。
４年生全児童を対象に、小児生活習慣病予防検診を実施した。
【課題・今後の対応等】
生活習慣病予防健診について、受検率は昨年度とほぼ変わらず、
要精密検査は若干減、要観察は5.4％増、異状なしが4.8％減と
なっており、少し注意が必要。今後も要精密検査となった児童の
保護者には２次検診を積極的に勧めていきたい。

A 教育総務課

児童保健対策費
善通寺市立8小学校の児童の健康
に関する事業

113 A 教育総務課

小学校管理運営費
善通寺市立8小学校の管理運営に
係る経費

112
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事務事業名 事業概要 頁 評価 成果・課題・今後の対応等 担当課

【成果】
音楽、図画工作について講師１名ずつ、外国語活動（英語）につ
いて専門の指導者３名が市内小学校で指導を行った。また、各小
学校にＡＬＴを年間36回（36週）ずつ派遣し、担任と連携して英
語の授業を実施した。

【課題・今後の対応等】
今後も、外部講師等の力を借りて児童の興味・関心を引出しなが
ら授業を進めるなど、教科以外での生徒や学校現場の支援を行っ
ていきたい。

・就学援助費

学校教育法の規定に基づき、経
済的理由によって義務教育を受け
ることが困難と認められる児童の
保護者に対して、就学に必要な経
費を支給する。

・特別支援教育就学奨励費

障害のある児童が特別支援学級
等へ就学する際に、児童の保護者
の経済的負担を軽減するため就学
に必要な経費の一部を支給する。

教育総務課

小学校教育振興管
理費

善通寺市立小学校8校の教育振興
に関する費用

114 A 教育総務課

小学校就学支援事
業

115 A

【成果】
要保護 ２人、準要保護 246人に対し就学援助を行った。
特別支援教育就学奨励費支給対象者 26人に対し奨励費を支給し
た。
【課題・今後の対応等】
今後も対象者の把握に努め漏れなく支給していく。
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事務事業名 事業概要 頁 評価 成果・課題・今後の対応等 担当課

【成果】
野外活動などの体験活動を経験することで、奉仕の精神や勤労の
大切さを学び、安全で楽しい宿泊学習にするためのルールを自分
たちで話し合って決め、時間、規則を守り、協力し合って行動す
る態度を身に付けることができた。
例：ピザ作り、あまご掴み、野外炊事、いかだ体験、キャンドル
サービスなど
【課題・今後の対応等】
今後もより充実した体験活動ができるよう努めたい。

【成果】
校長の裁量により使用可能なため、各校が特色を出して独自の取
り組みを行うことができている。
・ドリル等の活用による、学力向上と家庭学習の慣習化
・芸術鑑賞等により、文化や芸術などに対する感性の向上
・植物の栽培やボランティア活動をとおしての豊かな心づくり
・その他 異学年交流、健康な体づくり など
【課題・今後の対応等】
今後も各校において、真に子どもたちのための取り組みを充実さ
せて取り組んでいきたい。

豊かな体験活動補
助金

小学校5年生全児童を対象に、市
内や近隣地域の農家など、家庭や
学校とは違った環境で生活するこ
とにより、幅広く見聞を広め、社
会性を身に付けることを目的とす
る。（上限3,500円／人）

116 A 教育総務課

パワーアップ事業
（小学校）

児童の学力及び感性のさらなる向
上を図るため善通寺市内の小学校
において行われる校長裁量の事業
に対して補助金を交付する。

117 A 教育総務課
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事務事業名 事業概要 頁 評価 成果・課題・今後の対応等 担当課

小学校STEAM教育
事業

小学校においてSTEAM教育を実
施するもの。
※STEAM教育：Science（科
学）、Technology（技術）、
Engineering（工学・ものづく
り）、Art（芸術・リベラルアー
ツ）、Mathematics（数学）の頭
文字を組み合わせた教育概念。文
系・理系といった枠にとらわれ
ず、各教科での学習を実社会での
問題発見・解決に活かしていくた
めの教科横断的な教育のこと。

118 A

【成果】
小学校5・6年生の児童54名が参加し、丸善雄松堂株式会社、四国
水族館等の協力により、「化石ロボットで学ぶSTEAM」を実施し
た。
クリアファイルを使って古代水中生物の水中ロボットを制作し、
水中での動きなどについて実験しながら学んだ。
【課題・今後の対応等】
ここで得た成功や失敗の体験が、次の学びに繋がってくると考え
られるので、次年度以降も継続していきたい。

教育総務課

【成果】
中学校を運営する上で必要な予算を適切に執行した。
部活動の地域移行に関しては、部活動指導員を多く雇用するなど
し、本格的に東西中学校の合同練習を開始した。

【課題・今後の対応等】
適切に管理運営しながら、部活動の地域展開についても推進し

ていきたい。

生徒保健対策費

善通寺市立2中学校の生徒の健康
に関する事業
・学校医による検診、救急用薬剤
の購入、尿検査等の実施
・中学1年生を対象に、生活習慣
病予防検診を実施

120 A

【成果】
学校医による検診、救急用薬剤の購入、尿検査等の実施
中学校1年生生徒に対し、生活習慣病予防健診を実施血液検査を実
施
【課題・今後の対応等】
異常なしが増え、要観察も減少しているため改善傾向にあると言
えるが、要精密検査の数が若干増えており注意が必要。要精密検
査となった生徒の保護者には２次検診を積極的に勧めていきた
い。

教育総務課

中学校管理運営費
善通寺市立2中学校の管理運営に
係る経費

119 A 教育総務課
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事務事業名 事業概要 頁 評価 成果・課題・今後の対応等 担当課

【成果】
数学の外部指導者2名が補充学習を行った。また、各中学校にＡＬ
Ｔを派遣し、担任と連携して英語の授業を実施した。２名のＡＬ
Ｔが1校ずつ受け持っている。
また、中学1，2年生を対象に、公文式学習を取り入れ学力向上に
努めた。

【課題・今後の対応等】
今後も、外部講師等の力を借りる等、生徒の興味・関心を引出し
ながら授業を進めるなど、教科以外での生徒や学校現場の支援を
行っていきたい。

・就学援助費
学校教育法の規定に基づき、経済
的理由によって義務教育を受ける
ことが困難と認められる生徒の保
護者に対して、就学に必要な経費
を支給する。

・特別支援教育就学奨励費

障害のある生徒が特別支援学級等
へ就学する際に、生徒の保護者の
経済的負担を軽減するため就学に
必要な経費の一部を支給する。

【成果】
東西両校とも３年生を対象に学習を行い、9月から2月までの間、
両校とも合計8回開催し、学力の向上を図った。参加率は45.7％で
あった。
【課題・今後の対応等】
参加率が低いため、参加率の向上を目指し、内容の充実・工夫し
ていきたい。

中学校教育振興管
理費

善通寺市立2中学校の教育振興に
係る経費

121 A 教育総務課

中学校就学支援事
業

122 A

【成果】
要保護 ３人、準要保護 134人に対し就学援助を行った。
特別支援教育就学奨励費支給対象者 14人に対し奨励費を支給し
た。
【課題・今後の対応等】
今後も対象者の把握に努め漏れなく支給していく。

教育総務課

土曜日充実事業

善通寺市立2中学校において、3年
生を対象に基礎的・基本的な内容
の定着を図る学習を行い、学力向
上の機会とする。

123 B 教育総務課
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事務事業名 事業概要 頁 評価 成果・課題・今後の対応等 担当課

【成果】
校長の裁量により使用可能なため、各校ごとに生徒の体力及び感
性のさらなる向上を図るために事業を行った。
・STEAMと関連付け、技術の授業でICTを活用しながら、ロボッ
トの作成に取り組んだ。
・各教科担任が個々の課題に合わせたプリントを作成し、基礎的
な知識を確実に習得させるためにAIドリルと併用して行った。
・五色台宿泊学習や、広島校外学習を行い、学校を離れて現地で
体験、研修することで、学級・学年の絆を深めることができた。
【課題・今後の対応等】

今後も各校において、真に子どもたちのための取り組みを充実
させて取り組んでいきたい。

中学校STEAM教育
事業

中学校においてSTEAM教育を実
施するもの。
※STEAM教育：Science（科
学）、Technology（技術）、
Engineering（工学・ものづく
り）、Art（芸術・リベラルアー
ツ）、Mathematics（数学）の頭
文字を組み合わせた教育概念。
文系・理系といった枠にとらわれ
ず、各教科での学習を実社会での
問題発見・解決に活かしていくた
めの教科横断的な教育のこと。

125 A

【成果】
小学校に続き令和5年度から実施。丸善雄松堂株式会社、東京大学
生産技術研究所巻研究室、香川大学創造工学部、四国水族館等の
協力により、中学生に対し、いろいろな分野に興味を持ち、自ら
課題を見つけ、考え解決していくきっかけづくりのための講座
「水中ロボットで学ぶ STEAM」を開催した。
【課題・今後の対応等】
ここで得た成功体験が、必ず次の学びにつながってくれると考え
られるので、次年度以降も継続的に取り組みたい。

教育総務課

パワーアップ事業
（中学校）

生徒の学力及び感性のさらなる向
上を図るため、善通寺市内の中学
校において行われる校長裁量の事
業に対して補助金を交付する。

124 A 教育総務課

19



事務事業名 事業概要 頁 評価 成果・課題・今後の対応等 担当課

【成果】
幼稚園を運営する上で必要な予算を適切に執行した。
幼稚園でも小中学校と同様にインターネットを利用したオンライ
ン会議ができるように、ネットワーク環境を整備した。
【課題・今後の対応等】
今後はオンライン会議を利用することで業務の効率化を進めてい
きたい。

園児保健対策費

善通寺市立8幼稚園の園児の健康
に関する事業
学校医による健診、救急用薬剤の
購入、尿検査等の実施

127 A

【成果】
医師による健康診断の実施、救急用薬剤の購入、尿検査等を実施
した。
【課題・今後の対応等】
今後も園児の健康に留意し事業を継続していきたい。

教育総務課

【成果】
原油価格・物価高騰の影響額を利用者の負担にすることなく、継
続的・安定的に子どもたちに幼児教育等を提供するため、市内私
立幼稚園等に対して補助金を交付した。
・聖母幼稚園：30万円
・わくわくキッズクラブ：10万円
※国の新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金におけ
る「電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援地方交付金」を充当

【課題・今後の対応等】
 今後も同様の交付金があれば積極的に活用したい。

私立幼稚園等経営
助成事業

コロナ禍の中、原油価格・物価高
騰の影響を受けている市内私立幼
稚園等に対して補助金を交付す
る。

128 － 教育総務課

幼稚園管理運営費
善通寺市立8幼稚園の管理運営に
係る経費

126 A 教育総務課
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事務事業名 事業概要 頁 評価 成果・課題・今後の対応等 担当課

私立幼稚園施設型
給付事業

子ども・子育て支援法に基づく
「施設型給付費」を受ける施設へ
移行した私立幼稚園等に対し、給
付を行う事業。
給付費は、保護者に対する個人給
付を基礎としているが、確実に特
定教育・保育に要する費用に充て
るために、施設が個人に代わって
市町村から給付費を代理受領する
仕組み。

129 A

【成果】
私立幼稚園等の施設型給付費は、国が示す公定価格（特定教育・
保育に通常要する費用の額）に基づいており、善通寺聖母幼稚園
に給付した。
子どものための教育・保育給付交付金として、国からは国費対象
の公定価格の1/2、県から1/4、また、残りの1/4の1/2は地方単独
分として県から給付されている。
【課題・今後の対応等】
今後も安定した施設運営ができるよう制度を活用していきたい。

教育総務課

【成果】
市の制度により、幼稚園等に通園している市内在住の満３歳児か
ら５歳児の給食費をひと月5,700円まで補助（幼稚園給食費負担
金・補助金）している。
新制度未移行の幼稚園の利用者、聖母幼稚園等の預かり保育の利
用者に利用費を支給（子育てのための施設等利用給付費）してい
る。
・新制度未移行幼稚園利用
    香川大学教育学部附属幼稚園 1人
    丸亀城南虎岳幼稚園 2人
・預かり保育事業利用
    善通寺聖母幼稚園  25人
【課題・今後の対応等】
各施設との連絡を密にして、支給漏れ等の無いように努めてい
く。

幼稚園教育無償化
事業

令和元年10月より国の幼児教育無
償化に伴う事業であり、令和2年
度より開始された給食費の補助な
ど市の事業を含む。
・給食費補助事業
・子育てのための施設等利用給付
費
・実費徴収に係る補足給付事業

130 A 教育総務課
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事務事業名 事業概要 頁 評価 成果・課題・今後の対応等 担当課
【成果】
園長の裁量により使用可能なため、各園が特色を出して独自の取
り組みを行うことができる。
・植物の栽培、虫取りなど（豊かな心育て）
・うちわ作り、ハロウィン仮装など（豊かな表現）
・なわとび、サッカー教室など（健やかな体作り）
【課題・今後の対応等】
各園において、真に子どもたちのための取り組みを充実させて取
り組んでいきたい。

【成果】
市幼児教育アドバイザー（四国学院大学教授など3名）が、県幼児
教育スーパーバイザーと共に、市内の公私立幼稚園、保育所
（園）全15施設を1～2回訪問、参観し、専門的な知見からの助言
や指導などを行ったり、施設間の相互訪問を行った。令和5年8月
30日には市役所大会議室において、令和6年1月～2月には市立幼
稚園8校を含む12施設において、保・幼・こ・小合同の幼児教育
研修会を開催し、保・幼・こ・小の連携及び円滑な接続の促進を
図ることができた。

また、各園に芸術士を派遣してもらい、園児たちは自分たちの
年齢にあった様々な表現活動を経験することで、いろいろなこと
に興味・関心を持ち、自ら考えるようになった。
【課題・今後の対応等】
今後も幼児教育アドバイザーの協力を得ながら、園児の多様な能
力や感性を伸ばせるよう支援していきたい。

社会教育管理費
社会教育に関する諸計画の立案と
管理

133 A

【成果】
社会教育委員の会を１回開催し、社会教育委員から社会教育に関
する事業について意見をもらった。
【課題・今後の対応等】
最低、年１回は開催し、社会教育に関する意見をもらう。

生涯学習課

幼稚園パワーアッ
プ事業

園児の感性の向上等を図るために
善通寺市立幼稚園において行われ
る園長裁量の事業に対して補助金
を交付する。

131 A 教育総務課

幼児教育推進費

就学前の児童が通う、保育所・幼
稚園等における指導者の資質向上
のため、幼児教育アドバイザー派
遣を実施する。
保・幼・こ・小合同の幼児教育研
修会を開催し、保・幼・こ・小の
連携及び、幼児教育と小学校教育
の円滑な接続の促進を図る。
また、園児の多様な能力や感性を
伸ばすため、芸術士による指導を
実施する。

132 A 教育総務課
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事務事業名 事業概要 頁 評価 成果・課題・今後の対応等 担当課

はたちの集い事業

はたちを祝い励ますとともに社会
人としての自覚を促し、はたちの
集いを円滑に開催するためはたち
より実行委員を募り、実行委員会
主導で事業を実施した。

134 A

【成果】
令和６年１月７日に「はたちの集い」を開催し、はたち２０６
人、家族等が出席した。
【課題・今後の対応等】
今後も実行委員会と連携し、実行委員会の主催で実施する。

生涯学習課

教育文化団体育成
事業

社会教育団体（市連合婦人会・市
ＰＴＡ連合会・市子ども会育成連
絡協議会）の育成を目的とする。

135 A

【成果】
・市ＰＴＡ連合会への補助金 非行防止ポスター・家庭の日作品
展、会員研修会、ソフトバレー・ソフトボール大会等の開催
・市子ども会連絡協議会への補助金 校区親善相撲大会、夏休み
親子体験教室、チビッコ行列、校区親善ソフトボール大会等の開
催
・市連合婦人会への補助金 親子ポイントラリー、婦人文化展・
リサイクルバザー、全国火災予防運動リーフレットの配布、日本
赤十字社大口募金、秋季・春季全国火災予防運動等の開催
【課題・今後の対応等】
補助金の継続、各団体での主体となる人材の育成及び確保

生涯学習課
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事務事業名 事業概要 頁 評価 成果・課題・今後の対応等 担当課

イキイキときめき
大学

高齢者の生涯学習・社会参加促進
を目的に、市内小学校区（８校
区）に分かれ、毎月約１回実施し
ている。

136 B

【成果】
○履修科目一例
・体育（カローリング・ペタンク・健康体操）
・行政（身の回りの対策・生活・合同講演会等）
・物つくり（フラワーアレンジメント・しめ縄リース・書道アー
ト（うちわ）、バルーンアート）
・小学生との交流（カローリング大会）
・その他（校外学習等）
【課題・今後の対応等】
令和５年度は新型コロナウイルスが第５類に移行したこともあ
り、活動回数を増加させることができた。毎年の課題として、内
容のマンネリ化防止と様々な学習や体験等、生きがいづくりの場
を通して、健康で心豊かな老後を送ることができるよう新しい講
座の内容を検討する必要がある。
令和７年度から市民会館「寿大学・婦人中央学級」と統合予定。

生涯学習課

地 域 学 力 向 上 ・
キャリア教育総合
推進事業

学習指導や生徒指導、進路指導
上、支援を要する中学校と小学校
を対象に、基本的人権の尊重の精
神を高めながら、学校・家庭・地
域の連携のもと総合的な取り組み
を推進し、児童生徒の学力向上、
進路指導の充実を図る。

137 A

【成果】
地域学力向上・キャリア教育総合推進事業について、香川県から
の委託料を東中学校・南部小学校・与北小学校に配分している。
各校において、学力向上のための講師手当や、補充学習に充てて
いる。

生涯学習課
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事務事業名 事業概要 頁 評価 成果・課題・今後の対応等 担当課

家庭教育支援事業

市内の小学生とその保護者を対象
に、親子で学び、体験ができる講
座を開講する。親子の交流の場と
なるとともに、保護者同士の交流
の場として、地域で子どもを見守
り、育てる家庭教育支援を目的と
する。

138 B

【成果】
子ども１３人、親１１人、計２４人が参加した。「申込多数の場
合のみ抽選し、参加可否を案内（定員内の場合は案内無しで参加
確定）」としていたことについて、分かりづらいとの意見があっ
た。
【課題・今後の対応等】
親子で参加しやすい分かりやすい講座を開催する。

生涯学習課

【成果】
平成２９年４月に社会福祉法人「千周会」が新規に開設した「わ
くわくキッズクラブ」に対し、事業補助を行っている。
利用者が多い竜川小学校区の利便性に寄与している。
【課題・今後の対応等】
今後も事業が継続できるよう助成していきたい。

【成果】
R5年度実績
開設日数：288日
放課後児童指導員：78人
登録人数：小学生645人，幼稚園児281人
利用延べ人数：8,431人
【課題・今後の対応等】
慢性的な指導員不足が続いている。保護者や子どもたちが安心し
て利用できるよう、指導者の確保、育成などに努めていく。

放課後児童クラブ
運営事業

保護者が労働等により昼間家庭に
いない小学校に就学している児童
に対し、授業の終了後等に適切な
遊び及び生活の場を与えて、その
健全な育成を図る事業。

139 A 教育総務課

ス タ デ ィ ー ア フ
タースクール事業

異なる年齢の園児及び児童が互い
に交流するなかで、自ら学び自ら
の判断と責任において生きる力を
養うための遊びと生活指導の場を
与えることによって、その健全な
育成を図る事業。

140 B 教育総務課
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事務事業名 事業概要 頁 評価 成果・課題・今後の対応等 担当課

公民館管理運営費

地区公民館の施設管理
・施設の修繕
・維持管理(清掃・警備等)
公民館活動の推進
・グループ活動の育成
・関係団体への施設提供
・公民館まつりの開催）

141
～

142
A

【成果】
・地区公民館の施設管理（清掃業務・警備業務等）
・学習グループ活動の育成、各種団体との連絡調整等
（公民館利用者数 延べ５３,１２６人）
【課題・今後の対応等】
住民の生活文化の振興と地域に密着した生涯学習を目標に、より
利用しやすい公民館づくりに努める。

生涯学習課

図書館運営費
図書館の指定管理料及び、図書館
システム委託料等の経費

143 A

【成果】
図書館の施設・設備・器具の維持管理、図書の貸出等に関する業
務を実施した。
【課題・今後の対応等】
指定管理者と連携し、適切に管理運営する。

生涯学習課

【成果】
白ポスト１基から、有害図書61冊、ＤＶＤ90枚を回収し環境浄化
に努めた。また、夏休み前に、市内小中学生全員に相談のリーフ
レットを配布した。
【課題・今後の対応等】
コロナ禍以降、補導活動を実施できておらず、今後の活動の在り
方について検討していきたい。

少年育成センター
事業費

白ポスト設置による有害図書等の
回収・相談チラシ配布を行い、児
童・生徒の非行を防止し、健全な
育成を図る。

144 B 教育総務課
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事務事業名 事業概要 頁 評価 成果・課題・今後の対応等 担当課

【成果】
令和5年度は11人（令和6年3月時点）の児童・生徒を受け入れ、
個々の学力に応じて教科書やワークを使用し学習指導を行った。
工夫したカリキュラムで、他の人と関係を持てる機会を作った。

11人のうち3人が中学3年生で、令和6年4月には全員高校へ進学す
ることができた。

また、残り8人のうち4人が中学2年生、3人が中学1年生、1人が小
学6年生で、そのうち6人は令和6年度も継続して通級予定となっ
ている。
【課題・今後の対応等】
今後はICTを活用した学習支援を検討していきたい。

郷土館管理運営費
考古資料及び民俗資料の保存展示
を行い、善通寺市の郷土資料とし
て活用を図る。

146 A

【成果】
令和５年度は資料管理、史跡及び資料館の案内および展示什器等
制作業務を実施した。また、旧善通寺市立郷土館のブロック塀除
去等周辺維持を実施した。
【課題・今後の対応等】
今後、新たに収蔵した近年の収蔵遺物の企画展示を実施する。

生涯学習課

教育支援センター
運営費

不登校の児童・生徒に対し個別に
相談、指導を行うとともに、小集
団での活動を取り入れ、主体性や
社会性を培い、学校復帰を支援す
る。

145 A 教育総務課
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事務事業名 事業概要 頁 評価 成果・課題・今後の対応等 担当課

文化振興管理費

文化財関連事業では、毎年4月29
日の「古墳の日」に史跡有岡古墳
群の野田院古墳・王墓山古墳・宮
が尾古墳の特別公開を行ってい
る。また、これまでに実施した市
所有遺物等整理事業や史跡及び埋
蔵文化財公開活用事業等の成果を
様々な場で展示し、利活用を図
る。

文化芸術関連事業では、市文化
協会等と連携して市民文化祭を実
施するなど、芸術および郷土芸能
の振興を図る。

147 A

【成果】
・文化財関連事業の実施

４月２９日の「古墳の日」では、市内外から全体で約１,１００人の
見学者があった。
・開発に伴う工事立会調査及び整理作業等
 水道企業団ほか電力等民間各種工事立会対応を実施した。
・保存継承のための文化財の維持管理・整備
 史跡有岡古墳群の施設維持管理を実施。

史跡讃岐遍路善道曼荼羅寺道の維持管理のため除草・石造物点検等
整備を実施。また、善通寺境内の現状変更管理を実施。
・文化財の公開活用
 四国内小学校の古墳社会見学対応を実施、県外大学の調査等対応。
・施設管理
 文化財収蔵庫兼作業場（旧青葉保育所）の屋上防水工事を実施。
・文化振興で優秀映画鑑賞事業を市民会館で実施し、往年の名作映画
の普及観覧を行った。また、旧善通寺偕行社ではアンサンブル・ヴィ
オールコンサートを開催し、文化芸術に親しむ場を提供した。
【課題・今後の対応等】
文化財関連の成果を様々な場で展示し、利活用を図る。
文化芸術関連の関係団体と連携し、市民文化祭を実施する等引き続き
郷土芸能の振興を図る。

生涯学習課

文化団体育成事業
文化・芸術及び郷土芸能団体に対
する支援を行い、文化振興及び後
継者育成を図る。

148 A

【成果】
・文化団体の育成のため補助金を交付した。（市文化協会補助
金・市文化財保護協会補助金）
・郷土芸能の振興のため補助金を交付した。（シカシカ踊り保存
会・吉原念仏踊り保存会）
【課題・今後の対応等】
補助金を継続する。

生涯学習課
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事務事業名 事業概要 頁 評価 成果・課題・今後の対応等 担当課

市内遺跡発掘調査
事業

開発が予定もしくは今後の保存活
用を行う上で必要な遺跡の調査を
行う。

149 A

【成果】
令和５年度は旧練兵場遺跡（仙遊町二丁目・個人住宅建設に伴う
調査依頼）に伴う確認調査、令和４年度調査旧練兵場遺跡・令和
元～２年山端北遺跡出土遺物等の整理作業を実施した。
【課題・今後の対応等】
適切な遺跡発掘調査を継続する。

生涯学習課

旧善通寺偕行社運
営事業

国指定重要文化財・旧善通寺偕行
社の保存・活用を図るための事
業。コンサートや講演会等を主
催・共催するほか、結婚式等の貸
館事業も積極的に推進し幅広い利
活用を行う。

150 A

【成果】
旧善通寺偕行社の施設・設備・器具の維持管理、使用等に関する
業務を実施した。
【課題・今後の対応等】
適切な管理運営を継続する。

生涯学習課

人権教育管理費

「差別をしない、差別に負けない
人づくり、街づくり」を目指し、
隣保館・人権課など関係各課と連
携を取りながら、人権・同和教育
の推進に努める。

151 A

【成果】
市内機関・団体で構成している善通寺市人権教育推進協議会と提
携して人権講演会を開催する等、市民や企業の人権意識の向上を
図った。人権講演会を開催し，人権啓発コラムを市報に毎月掲載
し，市民の人権意識の向上を図った。また、５年に１度の市民意
識調査を行った。
【課題・今後の対応等】
市民に対する人権意識の向上を図るため引き続き教育・啓発活動
に努める。

生涯学習課

同和教育振興補助
金

地域の子どもたちや保護者が差別
に負けない、差別を許さない教育
力をつけることを目的として補助
金を交付する。

152 A

【成果】
各団体に対し補助金を交付した。
【課題・今後の対応等】
それぞれの活動ができるよう引き続き努める。補助金を継続す
る。

生涯学習課
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事務事業名 事業概要 頁 評価 成果・課題・今後の対応等 担当課

東原教育集会所管
理運営費

地域における同和教育の拠点とな
る施設の維持管理費

153 A

【成果】
適切な維持管理を実施した。
【課題・今後の対応等】
適切な管理運営を継続する。

生涯学習課

美術館管理費

美術館の維持管理及び展覧会等に
関する事業を行う。
美術館の自主事業として、大西忠
夫の作品を展示する「大西忠夫
展」、市民ギャラ リー (多 彩な
ジャンルの展覧会)、市民が自由
に参加できる「善通寺市民美術
展」等を実施する。
また、館内の展示室は、市内のみ
ならず近隣地域の美術団体・愛好
家などの作品の発表の場として、
講習室は市民による各種クラブの
学習・製作の場として貸館事業を
実施している。

154 A

【成果】
・貸館事業
館内の展示室・講習室を各種クラブや作品展等のギャラリーとし
て市民に幅広く利用し、近隣地域の美術団体・愛好家などの作品
の発表の場として提供した。
【課題・今後の対応等】
適切な管理運営を継続する。

生涯学習課

市民会館管理費

市民会館は、不特定多数の方々が
来館する場所であり、申請者が安
心して使用するために施設、設備
等を適正に維持管理し、 安全か
つ正常に機能するよう心掛けてい
る。

155 A

【成果】
申請者が安心して市民会館を使用するために、施設管理等を各事
業者に委託するとともに、講堂に設置するプロセニアムスピー
カーや控室の空調機等が経年劣化により不都合が生じていたこと
から取替業務を行った。
【課題・今後の対応等】
市民会館は昭和５３年１０月に設立し、約４５年が経過するが、
今後も各設備等を適正に維持管理するように努めたい。

生涯学習課
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事務事業名 事業概要 頁 評価 成果・課題・今後の対応等 担当課

市民会館運営費

市民会館は、市民生活に最も密着
した教育、保健、福祉行政に関す
る施設であり、その本来の役割と
ともに、講演会、音楽会、 各種
の会合、研修会の会場として幅広
く使用できるよう運営している。

156 A

【成果】
市民会館は、使用回数４,６３４回で、使用者延人数４９,８５２人
であった。
また、令和６年２月３日及び４日の２日間、新型コロナウイルス
感染症拡大防止のため中止していた市民会館まつりを４年ぶりに
開催し、展示部門に２２グループ、芸能部門に２２グループが参
加し、一般市民を含め約３,０００人の入場者を得た。
【課題・今後の対応等】
今後も市民や事業者等の会合等やグループ活動等で多くの方々が
多岐にわたって使用できるような運営に努めたい。

生涯学習課

寿大学・婦人中央
学級

地域社会教育活動総合事業の一環
として、寿大学は、昭和４３年４
月より高齢者の生涯学習活動等を
目的として、また、婦人中央学級
は、昭和４４年４月より女性の生
涯学習活動等を目的として事業を
実施している。

157 A

【成果】
寿大学、婦人中央学級は、５月に合同開講式を開催し、その後、
「香川県警察音楽隊」による演奏会等の講座を１１回実施し、延
べ１,９３０人が参加した。
【課題・今後の対応等】
今後も引き続き善通寺市民のうち、６０歳以上や女性を対象に、
多様な学習機会を提供するように努めたい。
令和７年度から生涯学習課「イキイキときめき大学」と統合予
定。

生涯学習課

保健体育総務管理
費

市民の健康づくりやスポーツを推
進するため、スポーツ推進委員と
の協力連携・育成を図る。

158 A

【成果】
○スポーツ推進委員との協力連携及び育成を行った。（ニュース
ポーツ体験、フォトウォーク等）
○香川県地域密着型スポーツ活用協議会関係（県と連携し、香川
オリーブガイナーズホームタウンデー、カマタマーレ讃岐ホーム
タウンデー、香川ファイブアローズホームタウンデー従事）
【課題・今後の対応等】
関係団体及び県と連携し、適切な運営に努める。

生涯学習課
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事務事業名 事業概要 頁 評価 成果・課題・今後の対応等 担当課

体育施設維持管理
費

○市内各体育施設の維持管理及び
管理運営(指定管理含む)
【直営施設】
朝比奈運動広場・大麻山キャンプ
場
【指定管理施設】
鉢伏ふれあい公園・市民体育館・
市民プール・市営野球場・市営テ
ニス場・武道館

159 A

【成果】
各体育施設の修繕・器具の入替えを行った。
指定管理以外の施設・設備・器具の維持管理（修繕・器具の入
替）を実施した。
【課題・今後の対応等】
適切な管理運営を継続する。必要に応じて指定管理者と連携す
る。

生涯学習課

市民皆体育推進費

誰もがいつでもどこでも気軽に参
加できる事業を実施するなど、ス
ポーツに親しむ場を広く提供し、
市民の健康づくりや生涯スポー
ツ、レクリエーションの推進を図
る。

160 A

【成果】
○市民の健康増進を目的とした事業の実施
・初心者スポーツ教室（ソフトテニス・少林寺拳法・柔道・剣
道・空手・レスリング）
・善通寺まちなみ発見フォトウォーク
・善通寺市民体育大会
・外遊びの達人よっといで!（ニュースポーツ体験）
・ミニ八十八ヶ所めぐり体験してみん会（1,000日以上達成者表彰
式）
○各スポーツ団体の支援・育成
・各地区体育振興会（補助金）
・市スポーツ協会（補助金）
【課題・今後の対応等】
関係団体と連携し、事業を実施する。補助金を継続する。

生涯学習課
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事務事業名 事業概要 頁 評価 成果・課題・今後の対応等 担当課

市民プール改修費
平成３０年度に実施した市民プー
ル保全計画に基づき改修を行う。

161 A

【成果】
【令和４年度繰り越し事業】
善通寺市民プール改修工事（インターロッキング改修）
32,963,000円
善通寺市民プール改修工事（インターロッキング改修）監理業務
委託 825,000円
【令和５年度事業】
善通寺市民プールウォータースライダーカバー調達 9,820,800円
【課題・今後の対応等】
指定管理者と連携し、適切な管理運営を行う。

生涯学習課

旧 学 校 給 食 セ ン
ター管理費

旧学校給食センター跡地利用が決
定するまでの管理費

162 B

【成果】
地下タンクの定期点検、自家用電気工作物保安管理、機械警備、
跡地内の草刈等、問題なく施設管理を行えている。
【課題・今後の対応等】
跡地利用についてどうするか決定する。

教育総務課

善 通 寺 市 ・ 琴 平
町・多度津町学校
給食センター整備
運営事業

善通寺市、琴平町、多度津町の1
市2町で共同設置する学校給食セ
ンターの整備運営に関する事業。
令和5年度に学校給食費を改定。
改定に伴う保護者負担額との差額
は以下のとおり市で負担。
小学校：1食262円のうち17円
中学校：1食300円のうち20円
令和6年1月分から市立小・中学校
の第3子以降学校給食費無償化を
実施。
幼稚園：1食229円のうち14円

163 A

【成果】
令和元年度開業以来、１市２町の小中学校、幼稚園に、学校給食
を提供している。また、アレルギー対応給食（乳・卵）の提供も
行っている。
【課題・今後の対応等】
今後も事業者との連携を密にして、安心・安全な学校給食の提供
に努めていく。エビ、カニについてのアレルギー対応を急ぎた
い。

教育総務課
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Ⅶ 有識者による評価意見 
１ 評価意見 

全体的に3 つの担当課は、それぞれ細部にわたり、丁寧な事務事業が行われていると思います。学校関係においては、校長 

の裁量を持たせて、校長のリーダーシップを活かした取組みを支援している点は、素晴らしいと思います。 

また、児童生徒の健康ならびに学習活動への積極的な支援が予算化されており、教育振興に力を入れていることがよくわか

ります。 

ただ、土曜日充実事業などについては、利用実態の向上を目指したさらなる取組みの充実が望まれます。 

また、幼稚園の教育無償化事業については、少子化対策の面からも重要であり、継続的な支援をさらに充実して欲しいと思

います。生涯学習については、3 世代が交流できる事業として、社会教育の視点から人が集いやすい行事や施設の解放などの

取組みが素晴らしいです。図書館の利用も激増しており、スポーツ行事も多く開催されています。 

ただ、家庭教育への様々な視点からの支援の拡大充実がさらに必要不可欠となります。さらには、善通寺市は、県内でも重

要な歴史と文化の場所です。郷土の資料のさらなる活用を展開して欲しいです。 

最後に、市民会館に関する評価が十分ではありませんが、市民からの要望などを聞くことによって、その改善策が生まれて

くると思います。 

 

   「第６次総合計画」のめざす姿へのアプローチとして、主な事業が明確に位置づけられています。また、それぞれの事業の

経費等について、別添資料とリンクしており、詳細がわかるものとなっています。 

   教育現場の課題解決にむけた事業について成果や経過が多く示されると、さらに意義深くなるのではないでしょうか。 

 

   善通寺市の教育行政が、他市町に先駆けて積極的に取り組んでいること、他市町と比較して重点的に取り組んでいること、 
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  そして、それらの効果が大きいものをしっかりアピールして、相当に評価して頂くように努めてください。 

   当面の課題である「学力向上」について、市教委全体で推進していること、学校毎に校長の裁量で創意工夫をしつつ取り組

んでいること等を充分ご理解頂くように努めてください。 

   将来の学校再編も視野に入れて、児童生徒により良い環境を整え、効率的且つ効果的に学力向上及び児童生徒の人格形成に 

より良い影響を与えられるように努めてください。 

教職員の皆さんにも、善通寺市の学校で教育に携わりたいと思ってもらえ、より良い人材が確保できるように、更なる労働 

環境の改善に努めてください。 

   善通寺市には、立派な市役所併設の図書館があります。少し老朽化してきましたが、他市町からも集客のある市民プールが

あります。これらの施設を学校教育に取り入れ、学校現場と連携して有効活用すると共に、児童生徒の基礎学力向上や基礎体

力の育成に役立ててください。 

   市民会館をはじめ、市民のための公共施設は、市民サービスの低下を最小限に留めた上で、維持管理及び運営する人材の不

足を鑑みて、休館日を増やすことを検討してください。 

   管理費及び人件費はもちろん、指定管理料の削減にも努めなければならないと考えます。 

   「土曜授業」について、授業時数の減少を補い学力向上を目指す等の目的に沿って、もっと多くの参加者を得て、有意義な

時間になるように改善が必要かと思います。 

   「いききときめき大学」、「寿大学」、「婦人中央学級」は、内容はもちろん、参加者数や年齢構成等を分析した上で、再編成

をされることを提案します。高齢者や女性に限定せず、幅広く学びの場を提供する旨、検討をしてください。    


